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 「子育て」は人類史上もっともプリミティブな行為であるが、最近社会的状況の変化によっ

てそのあり方が大きく変わっている。家族と地域共同体が担ってきた「子育て環境」が、極め

て個別的な「家庭環境」となり、様々な人と関わり合いながら成長していく集団生活のダイナ

ミズムから、特定の大人と向き合う固定的関係の中での教育対象へと、養育を成立させるバッ

クグラウンドが大きく変化している。 

かつての集団生活の中で獲得してきた人とのコミュニケーションの仕方やその生活経験を補

完し、自立して生きることができるように幼児を育成することが「保育」の課題であるともい

える。すなわち保育とは「食べる、寝る、遊ぶ」という幼児の生活を根底にしながら、こども

の生命力を最大限に活かすための行為であり、保育所はそのための「場」なのである。 

 平成元年の幼稚園教育要領は、従来の保育者中心の保育から、子どもの発達援助という観点

に基づいた保育観への転換を図り、「環境による教育」という考え方を前面に出している。つま

り、子どもが自ら主体的に関わろうとする環境を構築することを保育者や保育空間の中心的な

役割と位置づけることで、成長・発達しようとする子どもを間接的に支援する立場に立ち返ろ

うとするものである。今後の保育施設の方向としては、「生活」の重視と「環境」による間接的

な教育・保育という 2点に比重が置かれるといえよう。 

 ある建築家も言っているが、こどもの限りなくある可能性を最大限に発揮させる保育環境の

あるべき姿は自由な広がりをもった原っぱのような環境であるのかもしれない。 

 保育環境のあり方に関しては、建築計画分野で多くの研究知見が蓄積されてきた。今回のプ

ロポーザルの応募に当たって、是非とも一読いただきたい論文を以下に記した。いずれも日本

建築学会のホームページから閲覧・ダウンロードが可能となっている。 
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